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令和８年度　市道波留大曲線浜田橋添架管補強工事

支出科目 　　年度 　　　会計 　款 　項 　目 　節

工 期

区　　　　分 金　　　　　　　　　額 摘　　　　　　　　　　要

設　　　計　　　額 円　　　　

其 の 他
　市道波留大曲線浜田橋に添架された配水管の老朽化対策として管更生工事を実施することで、安全で安心な水の安定供給に資
するものである。



工 事 雑 費
円　　

事 務 雑 費
円　　

換 地 諸 費 又 は
権 利 交 換 費

円　　

事 務 費
円　　

測 量 及 び 試 験 費
円　　

用 地 及 び 補 償 費
円　　

円）

付 帯 工 事 費
円　　

本 工 事 費
円　　 （工事価格 消費税相当額円

工 事 費
円　　

　内　　訳

費 用 金　　　　　　　　額 備　　　　　　　　　　　　　　考

事 業 費
円　　



当　　　初 変　　　更

一金 円也 一金 円也

令和８年度　市道波留大曲線浜田橋添架管補強工事



令和８年度　市道波留大曲線浜田橋添架管補強工事

(内管材費： ) 工種区分： 開削工事及び小口径推進工事
(内工場製作品費： ) 地域区分： 地方部・交通の影響を受けない

(内製品費： ) イメージアップ費： 対象外
(内電気機器費： ) 前払金支出割合： 35%～40%
(内産廃処分費： ) 契約補償の方法： 金銭的保証

+ ＝ ≦ ……

+( + )+ - ＝

÷( + )＝ 1% ≦ 3% ……
処分費等控除額 ＝

+ - - ＝
共通仮設費率の算定

変数値b
× ＝

×( + )＝ ≒

■質量20t以上の建設機械の貨物自動車等による運搬

(( ×(1+ + )+ × +

× + ))× + + ＝ ≒
■仮設材(鋼矢板,Ｈ形鋼,覆工板,敷鉄板等)の運搬

(( ×(1+ + ))× + ＝ ≒

( + + + )× ＝ ≒
■重建設機械の分解・組立・輸送費

+ ＝ ≒
運搬費(積上)　計 ＝ ≒

■伐開,除根等に伴う運搬及び処分費

+ + + + ＝ ≒

+ + + + ＝ ≒
準備費(積上)　計 ＝

■事業損失を未然に防止する為の仮施設費
+ + + + ＝ ≒

■事業損失を未然に防止する為の調査費
+ + + + ＝ ≒

事業損失防止施設費(積上)　計 ＝

■交通誘導員等の交通管理に要する費用

+ + + + + ＝

+ + + + + ＝
■その他安全費

+ + + + ＝ ≒
安全費(積上)　計 ＝

+ + ＝ ≒
役務費(積上)　計 ＝

+ + + ＝ ≒
技術管理費(積上)　計 ＝

+ + ＝ ≒
営繕費(積上)　計 ＝

- + + ＝ ＝

× -0.138 + ＝

× + + ＝ ≒

■共通仮設費　合計

+ + + + +
（環境対策費）

+ + + ＝

+ + + ＝

- - ＝
現場管理費率算定

変数値b
× ＝

×( + )＝ ≒

+ ＝

- - - - ＝
一般管理費率算定

×log( )+ % ＝ %

% × + % ＝ %
( )

× % ＝ ≒
率計算対象額 一般管理費率

算定率 前払金割合補正 契約保証補正 一般管理費率

定数 対象額 定数 算定率

無償貸付機械等評価額 率計算対象額工事原価 対象控除額 処分費控除額 支給品費

補正値

一
般
管
理
費

純工事費 現場管理費 工事原価

変数値A 対象額 現場管理費率
202.3 0 -0.1034

対象純工事費 対象控除額 処分費控除額 率計算対象額
現
場
管
理
費

直接工事費 共通仮設費 支給品費 無償貸付機械等評価額 対象純工事費

役務費
計

率分 運搬費 準備費 事業損失防止施設費 安全費

技術管理費 営繕費 イメージアップ費

率計算対象額(Pi) イメージアップ費率(i) 積上計上分 計上しない

率計算対象額(Pi) 市街地補正 イメージアップ費率(i)

イ
メ
ー

ジ

ア

ッ
プ
費

直接工事費 準備費内処分費 支給品費 無償貸付機械等評価額 率計算対象額(Pi)

営
繕
費

監督員詰所 その他

技
術

管
理
費

品質管理費 出来形管理費 工程管理費 通水試験費

役
務
費

借地料 用水・電力基本料金 電力設備工事負担金

24時間(交代有)
交通誘導員B
昼間(交代無) 昼間(交代有) 夜間(交代無) 夜間(交代有) 24時間(交代無)

安
全
費

交通誘導員A
昼間(交代無) 昼間(交代有) 夜間(交代無) 夜間(交代有) 24時間(交代無) 24時間(交代有)

事
業
損
失

防
止
施
設
費

処分費

準
備
費

運搬費

分解・組立 輸送

基地積込 現場取卸 現場積込 基地取卸 重量(t)

基本運賃(E) 冬季割増(F1) 深夜早朝割増(F2) 運搬質量(G)t その他諸料金(H)

機械の運搬中の賃料(K)

冬季基本運賃(A3)

運
搬
費

基本運賃料金(A1) 特大品割増(C1) 深夜割増(C4) 悪路基本運賃(A2) 悪路割増(C2)

冬季割増(C3) 諸料金(B) 台数(D) その他諸料金(M)

補正値
485.4 0 -0.2231

対象額 採用値

変数値A 対象額(P) 共通仮設費率

3%以下

共
通
仮
設
費

共
通
仮
設
費

（
率
分

）

直接工事費 事業損失防止施設費 対象控除額 処分費控除額 対象額

処分費等 率計算対象額(P) 準備費内処分費

30,000,000 3千万円以下 共通仮設費率
計算対象額(P)直接工事費 支給品費 無償貸付機械等評価額 事業損失防止施設費 対象控除額

処
分
費
等
の
控
除

直接工事費内処分費 準備費内処分費 処分費等

経　費　計　算　書

直接工事費：

採用値対象額



（１）

代 価

工 種 名　　称 形 状 寸 法 数 量 単価(円) 金額(円) 数 量 単価(円) 金額(円) 番 号

配 水 管 補 強 工

１． 管 更 生 工 法 φ150 ｍ 65.0

計 式 1.0 管材費

内：

産 業 廃 棄 物 処 分 費 式 1.0

市道波留大曲線

単
位

変  更  前 変  更  後

備  　 考



（２）

代 価

工 種 名　　称 形 状 寸 法 数 量 単価(円) 金額(円) 数 量 単価(円) 金額(円) 番 号

直 接 工 事 費 式 1.0 管材費

共 通 仮 設 費 式 1.0

純 工 事 費

現 場 管 理 費 式 1.0

工 事 原 価

一 般 管 理 費 式 1.0

工 事 価 格

消 費 税 相 当 額 式 1.0

工 事 費 式 1.0

単
位

変  更  前 変  更  後

備  　 考



（1）

代 価

工 種 名　　称 形 状 寸 法 数 量 単価(円) 金額(円) 数 量 単価(円) 金額(円) 番 号

市道波留大曲線

配 水 管 補 強 工

１． 管 更 生 工 法 式 1.0 管材費

内：

産 業 廃 棄 物 処 分 費 式 1.0

単
位

変  更  前 変  更  後

備  　 考



（2）

代 価

工 種 名　　称 形 状 寸 法 数 量 単価(円) 金額(円) 数 量 単価(円) 金額(円) 番 号

１． 管 更 生 工 法 φ150　L=65.0m

材料 シ ー ル ホ ー ス WHXφ150 t=3.6mmｍ 65

含浸量1.8kg/m

硬 化 樹 脂 1.8kg/m×65m=117kgkg 117

φ150

管 端 リ ン グ ｺﾞﾑﾊﾟｯｷﾝ、ｺｯﾀｰ含む 組 6

耐 衝 撃 性 硬 質 φ150　4.0m/本

塩 化 ビ ニ ル 管 (2.0+1.5+0.5)×2=8.0m本 2

耐 衝 撃 性 硬 質 φ150　4.0m/本　模擬管

塩 化 ビ ニ ル 管 1.5×2=3.0m 本 1

VCジ ョ イ ン ト φ150 個 8

L50*50*6

ステンレス製支持金物 ｹﾐｶﾙｱﾝｶｰ、ｺﾞﾑ板、Uﾎﾞﾙﾄ含む 組 22

空気弁用サドルバンド 150×25　ビニル管用個 1

小 型 空 気 弁 止水栓付き 個 1

W=300mm

埋 設 標 示 シ ー ト シングル ｍ 6

計 管材費

見積り：アリマＣ

見積り：アリマＣ

備  　 考

見積り：アリマＣ

価格比較表参照

単
位

変  更  前

価格比較表参照

見積り：大成機工

見積り：大石電機

見積り：大成機工

価格比較表参照

変  更  後

見積り：大成機工



（3）

代 価

工 種 名　　称 形 状 寸 法 数 量 単価(円) 金額(円) 数 量 単価(円) 金額(円) 番 号 備  　 考

労務 事 前 調 査 工 日 1

機械式クリーニング工 TVカメラ確認含む ｍ 65

塗 布 工 ｍ 65

余尺分のシールホース
反 転 挿 入 工 及び硬化性樹脂含む ｍ 65

常 温 硬 化 工 TVカメラ確認含む 工区 1

管 端 処 理 工 箇所 6

支 持 金 具 設 置 工 設置・既設撤去 組 22

切管調書参照
硬質塩化ビニル管据付工 φ150 ｍ 8

切管調書参照
硬質塩化ビニル管切断工 φ150 口 6

φ150
メ カ ニ カ ル 継 手 工 特押 離防 耐金使用しない口 20

切管調書参照
硬質塩化ビニル管据付工 φ150　模擬管 ｍ 3

パイプ切削切断機使用
既 設 管 切 断 工 φ150　切断のみ 口 8

ビニル管　呼び径φ150
サドル分水栓建込み工 取出し径φ25 箇所 1

空 気 弁 設 置 工 人力施工　φ25 基 1

小 計

労務代価第535号

見積り：大成機工

見積り：大成機工

見積り：大成機工

見積り：大石電機設備工業

労務代価第398号

労務代価第398号

労務代価第475号

労務代価第147号

労務代価第561号

変  更  後

見積り：大成機工

変  更  前単
位

労務代価第634号

見積り：大成機工

見積り：大成機工



（4）

代 価

工 種 名　　称 形 状 寸 法 数 量 単価(円) 金額(円) 数 量 単価(円) 金額(円)番 号 備  　 考

埋 設 シ ー ト 工 W=300mm　　シングルｍ 6

小　　　　　　　　計

計

労務代価第340号

変  更  前単
位

変  更  後



（5）

代 価

工 種 名　　称 形 状 寸 法 数 量 単価(円) 金額(円) 数 量 単価(円) 金額(円) 番 号

土工 市道車道：Ａｓ舗装 土被り：1.2ｍ
影響部(W=200)を含む

舗装版切断工 As舗装 t=15cm以下 ｍ 46
掘削積込含む

舗装版取壊工 As舗装 t=5cm ㎡ 18

機械掘削工 BH0.28m3 ｍ3 10

人力掘削工 機械人力併用掘削　床均含 ｍ3 5
土砂　2tDT

残土処理工 L=2.0km以下 ｍ3 15
砕砂

埋戻し・締固め工 機械＋タンパ ｍ3 13
再生切込砕石40mm

下層路盤工 t=10cm ㎡ 14
粒調砕石30mm

上層路盤工 t=10cm ㎡ 14
車道 人力施工
Ａｓ舗装本復旧工 密粒As舗装 t=5cm ㎡ 18

2tDT　DID無
産業廃棄物処分 As殻　　L=5.9km ｍ3 1

再生切込砕石40mm
受桁基礎砕石 t=10cm ㎡ 4

交通誘導員 交通誘導警備員B 人 18

小 計

備  　 考

土工第29号

管路土工第17号

管路土工第25号

公共単価

管路土工第23号

管路土工第64号

管路土工第91号

土工第21号

土工第4号

管路土工第53号

管路土工第79号

単
位

変  更  前 変  更  後

管路土工第8号

立坑

処分費　　　円/m3



（6）

代 価

工 種 名　　称 形 状 寸 法 数 量 単価(円) 金額(円) 数 量 単価(円) 金額(円) 番 号

土留工

土留工　設置・撤去 軽量鋼矢板　H=2.0 箇所 2

支保工　設置・撤去 水圧式　4面梁（腹起・切梁）2段箇所 2

覆工板（ずれ止め含む）設置・撤去 覆工板桁　H200×200 箇所 2

土留工資材賃料
価格比較表参照

軽量鋼矢板 LSP-2型 t・日 12
【整備費】 価格比較表参照

軽量鋼矢板 LSP-2型 t 0.4
【整備費】 1.0×2.0×t200 価格比較表参照

覆工板受桁　H形鋼 H　200×200 t・日 18
【整備費】 価格比較表参照

覆工板受桁　H形鋼 H　200×200 t 0.6
【整備費】 価格比較表参照

覆工板 鋼製すべり止め（補強型） ㎡・月 12
【整備費】 価格比較表参照

覆工板 鋼製すべり止め（補強型） ㎡ 12
価格比較表参照

水圧四面梁 1S型　短辺部 本 8
【基本料】 価格比較表参照

水圧四面梁 1S型　短辺部 本 8
価格比較表参照

水圧四面梁 3S型　長辺部 本 8
【基本料】 価格比較表参照

水圧四面梁 3S型　長辺部 本 8

小 計

　　円/t・日

備  　 考

　　円/㎡・月

　　円/本

　　円/本

　　円/本

内訳第2号参照

単
位

変  更  前 変  更  後

内訳第3号参照

　　円/本

　　円/t

　　円/t・日

　　円/t

　　円/㎡

内訳第1号参照



(1)

名　　称 形　状　寸　法 計 単位長 延長(mm) 計 単位長 延長(mm)

管 更 生 工 法

シ ー ル ホ ー ス WHXφ150 t=3.6mmｍ 65

含浸量1.8kg/m

硬 化 樹 脂 1.8kg/m×65m=117kgkg 117

φ150

管 端 リ ン グ ｺﾞﾑﾊﾟｯｷﾝ、ｺｯﾀｰ含む 組 1 1 2 2 6

耐 衝 撃 性 硬 質 φ150　4.0m/本

塩 化 ビ ニ ル 管 (2.0+1.5+0.5)×2=8.0m本 2 2

耐 衝 撃 性 硬 質 φ150　4.0m/本　模擬管

塩 化 ビ ニ ル 管 1.5×2=3.0m 本 1 1

VCジ ョ イ ン ト φ150 個 2 2 2 2 8

L50*50*6

ステンレス製支持金物 ｹﾐｶﾙｱﾝｶｰ、ｺﾞﾑ板、Uﾎﾞﾙﾄ含む 組 22 22

空気弁用サドルバンド 150×25　ビニル管用個 1 1

小 型 空 気 弁 止水栓付き 個 1 1

W=300mm

埋 設 標 示 シ ー ト シングル ｍ 2.82.8 6

φ150　L=65.0m

数　量　計　算　書（材　料） 配 水 管 布 設

単
位

変　　更　　前 変　　更　　後



(2)

名　　称 形　状　寸　法 数量 単位長 延長(mm)

事 前 調 査 工 日 1 1

機械式クリーニング工 TVカメラ確認含む ｍ 65 65

塗 布 工 ｍ 65 65

余尺分のシールホース

反 転 挿 入 工 及び硬化性樹脂含む ｍ 65 65

常 温 硬 化 工 TVカメラ確認含む 工区 1 1

管 端 処 理 工 箇所 1 1 2 2 6

支 持 金 具 設 置 工 設置・既設撤去 組 22 22

切管調書参照

硬質塩化ビニル管据付工 φ150 ｍ 8 8

切管調書参照

硬質塩化ビニル管切断工 φ150 口 6 6

φ150

メ カ ニ カ ル 継 手 工 特押 離防 耐金使用しない口 6 6 4 4 20

切管調書参照

硬質塩化ビニル管据付工 φ150　模擬管 ｍ 3 3

パイプ切削切断機使用

既 設 管 切 断 工 φ150　切断のみ 口 2 2 2 2 8

ビニル管　呼び径φ150

サドル分水栓建込み工 取出し径φ25 箇所 1 1

空気弁設置工 人力施工　φ25 基 1 1

埋 設 シ ー ト 工 W=300mm　　シングル ｍ 6 6

単
位 計　　　　算

変　　更　　前

計　　　　算 数　量

数　量　計　算　書（労　務） 配 水 管 布 設

変　　更　　後



数　量　計　算　書（土　工） (3)

名　　称 形　状　寸　法

市道車道：Ａｓ舗装 土被り：1.2ｍ

影響部(W=200)を含む

舗 装 版 切 断 工 As舗装 t=15cm以下ｍ

掘削積込含む

舗 装 版 取 壊 工 As舗装 t=5cm ㎡

機 械 掘 削 工 BH0.28m3 ｍ3

人 力 掘 削 工 機械人力併用掘削　床均含 ｍ3

土砂　2tDT

残 土 処 理 工 L=2.0km以下 ｍ3

砕砂

埋 戻 し ・ 締 固 め 工 機械＋タンパ ｍ3

再生切込砕石40mm

下 層 路 盤 工 t=10cm ㎡

粒調砕石30mm

上 層 路 盤 工 t=10cm ㎡

車道 人力施工

Ａ ｓ 舗 装 本 復 旧 工 密粒As舗装 t=5cm㎡

2tDT　DID無

産 業 廃 棄 物 処 分 As殻　　L=5.9kmｍ3

再生切込砕石40mm

受 桁 基 礎 砕 石 t=10cm ㎡ 0.3×3.0×2×2＝3.6

試掘時：2名/箇所×2箇所×1日＝4人・日

交 通 誘 導 員 交通誘導警備員B 人 施工時：1名/箇所×2箇所×7日＝14人・日

9.86+4.93=14.79

2.14×2.8×2÷0.9=13.31

2.16×3.16×2＝13.65

2.16×3.16×2＝13.65

2.56×3.56×2=18.23

15

13

立坑

（3.16+2.16+3.56+2.56）×2×2=45.76

18.2×0.05＝0.9

14

配 水 管 布 設

数　量計　　　　算

3.56×2.56×2=18.23

1.76×2.8×2=9.86

単
位

5.6

46

18

10

変　　更　　後変　　更　　前

計　　　　算

5

L=2.8m×2か所=5.6m

0.88×2.8×2=4.93

数　量

14

18

1

4

18



数　量　計　算　書（土　工） (4)

名　　称 形　状　寸　法

土 留 工

土留工 設置・撤去 軽量鋼矢板　H=2.0箇所

支保工 設置・撤去 水圧式　4面梁（腹起・切梁）2段箇所

1.0×2.0×t200

覆工板（ずれ止め含む）設置・撤去 覆工板桁　H200×200 箇所

土 留 工 資 材 賃 料

軽 量 鋼 矢 板 LSP-2型 t・日23.6kg/m×8.5m/箇所×2箇所×30日

【 整 備 費 】

軽 量 鋼 矢 板 LSP-2型 t 23.6kg/m×8.5m/箇所×2箇所

覆工板受桁　H形鋼 H　200×200 t・日49.9kg/m×6.0m/箇所×2箇所×30日

【 整 備 費 】

覆工板受桁　H形鋼 H　200×200 t 49.9kg/m×6.0m/箇所×2箇所

覆 工 板 鋼製すべり止め（補強型） ㎡・月2.0㎡/枚×3枚/箇所×2箇所×1月

【 整 備 費 】

覆 工 板 鋼製すべり止め（補強型） ㎡ 2.0㎡/枚×3枚/箇所×2箇所

水 圧 四 面 梁 1S型　短辺部 本 4本/箇所×2箇所

【 基 本 料 】

水 圧 四 面 梁 1S型　短辺部 本 4本/箇所×2箇所

水 圧 四 面 梁 3S型　長辺部 本 4本/箇所×2箇所

【 基 本 料 】
水 圧 四 面 梁 3S型　長辺部 本 4本/箇所×2箇所

8

8

8

単
位

変　　更　　前

計　　　　算 数　量

0.6

12

（1.45+2.80）×2×2=17.0m/箇所

3枚/箇所

2

2

8

12

12

配 水 管 布 設

0.4

18

2



名　　　　称 形 　状　 寸 　法 単位 採用価格 建設物価 積算資料 摘要月

耐衝撃性硬質塩化ビニル管 HIVPφ150×4.00ｍ 本 R8.6

埋設標識シート W300×50m　シングル 巻 R8.6

軽量鋼矢板 LSP-2型　90日間以内 t・日 R8.6

　　〃 整備費 t R8.6

H形鋼 H-200　90日間以内 t・日 R8.6

　〃 整備費 t R8.6

覆工板 鋼製すべり止め（補強型）90日間以内 ㎡・日 R8.6

　〃 整備費 ㎡ R8.6

水圧四面梁 調整長1200～1620mm 本 R8.6

　　〃 基本料 〃 R8.6

　　〃 調整長2600～3600mm 〃 R8.6

　　〃 基本料 〃 R8.6

価格比較表（物価資料）



特 記 仕 様 書  

 

（ 適 用 範 囲 ）  

第 １ 条  本 仕 様 書 は 、 阿 久 根 市 水 道 課 の 発 注 す る 次 の 工 事 に

適 用 す る 。 な お 、 本 仕 様 書 並 び に 設 計 図 書 に 記 載 の な い 事

項 に つ い て は 、 発 注 者 の 監 督 員 の 指 示 に よ る 。  

⑴  工 事 名  

令 和 ８ 年 度 市 道 波 留 大 曲 線 浜 田 橋 添 架 管 補 強 工 事  

⑵  施 工 場 所  

阿 久 根 市  波 留  地 内  

 

（ 関 係 法 令 等 の 遵 守 ）  

第 ２ 条  受 注 者 は 、 建 設 工 事 請 負 契 約 書 、 建 設 業 法 、 騒 音 規

正 法 、 労 働 基 準 法 等 そ の 他 の 関 係 法 令 並 び に 関 係 官 公 署 の

許 可 条 件 を 遵 守 し 、 工 事 の 円 滑 な 進 捗 を 図 ら な け れ ば な ら

な い 。  

２  工 事 中 、受 注 者 の 不 注 意 ま た は そ れ に 類 す る 原 因 に よ り 、

作 業 員 が 負 傷 し た 場 合 、 そ の 責 任 は 受 注 者 が 負 う も の と す

る 。  

３  本 工 事 は 、 鹿 児 島 県 土 木 工 事 共 通 仕 様 書 に 準 拠 す る も の

の ほ か 、 阿 久 根 市 契 約 規 則 を 遵 守 す る と と も に 、 工 事 の 仕

様 は 本 仕 様 書 に よ る も の と す る 。 ま た 、 本 仕 様 書 以 外 の 現

場 説 明 事 項 は 、 仕 様 書 の 一 部 と み な す も の と す る 。  

 

（ 適 用 法 令 ）  

第 ３ 条  本 工 事 に 当 た っ て は 、 次 の 法 令 等 を 遵 守 し な け れ ば

な ら な い 。  

⑴  水 道 法  

⑵  建 設 業 法  

⑶  労 働 基 準 法  

⑷  労 働 安 全 衛 生 法  



⑸  廃 棄 物 処 理 及 び 清 掃 に 関 す る 法 律  

⑹  日 本 工 業 規 格 （ Ｊ Ｉ Ｓ ）  

⑺  日 本 水 道 協 会 発 行 水 道 工 事 標 準 仕 様 書 （ Ｊ Ｗ Ｗ Ａ ）  

⑻  鹿 児 島 県 土 木 工 事 施 工 管 理 基 準  

⑼  上 記 に 記 載 の な い も の は 、公 共 建 築 工 事 標 準 仕 様 書（ 機

械 設 備 工 事 編 ） 国 土 交 通 省 大 臣 官 房 庁 営 繕 部 ） 、 公 共 建

築 工 事 標 準 仕 様 書 （ 電 気 設 備 工 事 編 ） （ 国 土 交 通 省 大 臣

官 房 庁 営 繕 部 ） に よ る 。  

⑽  そ の 他 関 係 法 令 、 条 例 、 規 格 等  

 

（ 打 ち 合 わ せ ）  

第 ４ 条  本 工 事 等 の 契 約 締 結 後 、 速 や か に 受 注 者 は 、 発 注 者

の 監 督 員 と の 打 ち 合 わ せ 及 び 現 場 調 査 等 を 実 施 し 、 そ の 施

工 内 容 を 熟 知 す る と 共 に 、 疑 義 が あ れ ば こ れ を 正 し 、 受 注

者 は そ の 打 ち 合 わ せ 内 容 に つ い て の 議 事 録 を 作 成 し 、 記 録

等 を 整 備 す る も の と す る 。  

 

（ 施 工 条 件 明 示 ）  

第 ５ 条  本 工 事 の 施 工 条 件 は 次 の と お り で あ り 、 受 注 者 は 施

工 計 画 書 の 作 成 時 及 び 工 事 施 工 時 に お い て は 、 十 分 留 意 す

る も の と す る 。  

な お 、 明 示 し た 施 工 条 件 に 重 大 な 変 更 が 生 じ た 場 合 は 、

協 議 の 上 で 契 約 変 更 の 対 象 と す る 。  

⑴  工 事 内 容  上 水 道 用 管 路 の 自 立 型 更 生 工 法  

施 工 区 間  管 種  管 径  延 長  工 法 及 び 用 途  

配 水 管  既 設 管：CIP φ 150 65.0m 管 更 生 工 法  

立 坑 内  既 設 管：CIP φ 150 4.0m 
既 設 管 撤 去 、  

新 設 管 HIVP布 設  

 

ア  本 施 工 に 先 立 ち 各 立 坑 位 置 に お い て 、試 験 掘 り を 行

い 、 既 設 管 （ 断 管 に よ る 管 内 状 況 ） を 確 認 す る こ と 。 

イ  管 内 清 掃 時 及 び ラ イ ニ ン グ 完 了 時 に お け る 管 内 面



の 状 態 を テ レ ビ カ メ ラ に て 撮 影 を 行 い 、監 督 員 の 確 認

を 受 け る も の と す る 。ま た 、テ レ ビ カ メ ラ に て 撮 影 し

た 状 況 は 、電 子 媒 体 に 記 録 し 、完 成 図 書 と と も に 提 出

す る こ と 。  

ウ  シ ー ル ホ ー ス の 挿 入 に あ た り 圧 力 、速 度 等 の 管 理 を 適

切 に 行 い 、大 き い し わ 、ふ く れ 等 の 発 生 す る こ と の な い

よ う 施 工 す る こ と 。  

エ  接 着 層 が 硬 化 す る ま で 適 切 な 養 生 、管 理 を 行 い 、そ の

経 過 に 関 す る 記 録 を 提 出 す る こ と 。  

オ  ホ ー ス ラ イ ニ ン グ 工 法 施 工 後 の 管 末 端 処 理 は 既 設 管

に お い て 腐 食 対 策 を 十 分 に 講 じ た 施 工 と す る こ と 。  

カ  シ ー ル ホ ー ス の 材 質 は 次 の も の と す る 。  

(ｱ) 繊 維 層 ： ポ リ エ ス テ ル 繊 維  

(ｲ) 補 強 層 ： ガ ラ ス 繊 維  

(ｳ) 被 覆 層 ： ポ リ エ チ レ ン 樹 脂 、 ポ リ オ レ フ ィ ン 樹 脂  

(ｴ) 水 質 試 験 ： 「 JWWA Z 108」 及 び 「 JWWA K 143」 に

適 合  

(ｵ) 硬 化 性 樹 脂 ： （ 主 剤 ） エ ポ キ シ 樹 脂 、 （ 硬 化 剤 ）

変 性 脂 肪 族 ポ リ ア ミ ン  

(ｶ) シ ー ル ホ ー ス の 必 要 厚 さ  t=2.6mm以 上  

(ｷ) 参 考 積 算 に つ い て は 、 パ ル テ ム HL工 法 「 シ ー ル ホ

ー ス WHX」 に て 計 上 し て い る 。  

 

⑵  工 程 関 係  

橋 り ょ う 改 修 工 事 に よ り 足 場 が 設 置 さ れ て い る た め 、足

場 が 必 要 な 作 業（ 支 持 金 具 、既 設 管 及 び 空 気 弁 の 撤 去・設

置 ）は 、当 該 工 事 の 受 注 者 と 工 程 調 整 の う え 施 工 す る こ と 。 

な お 、 足 場 の 架 設 期 限 は 令 和 ８ 年 12月 を 想 定 し て い る 。 

 

（ 承 諾 図 書 ）  

第 ６ 条  受 注 者 は 、 契 約 締 結 後 、 必 要 に 応 じ て 、 機 器 の 製 作



及 び 工 事 の 施 工 に 必 要 な 図 面 等 を 作 成 し 、 発 注 者 の 監 督 員

の 承 諾 を 受 け 、 そ の 後 に 着 手 す る こ と 。  

 

（ 写 真 管 理 ）  

第 ７ 条  本 工 事 の 写 真 管 理 は 、 鹿 児 島 県 土 木 工 事 施 工 管 理 基

準 に 基 づ き 管 理 す る こ と 。  

 

（ 段 階 確 認 ）  

第 ８ 条  受 注 者 は 、 確 認 時 期 ご と に 事 前 に 監 督 職 員 と 日 程 調

整 を 行 う と と も に 、 確 認 項 目 に つ い て 事 前 に 監 督 職 員 の 確

認 を 受 け る も の と す る 。  

ま た 、 受 注 者 は 、 確 認 項 目 に 関 す る 管 理 資 料 （ 出 来 形 、

品 質 管 理 資 料 等 ） を 臨 場 時 ま で に 準 備 し 、 そ れ に 基 づ い て

当 該 箇 所 の 段 階 確 認 を 受 け る と と も に 、 監 督 員 の 確 認 状 況

に つ い て は 写 真 撮 影 す る こ と 。  

種 別  細 別  確 認 時 期  

材 料 検 収   材 料 搬 入 時  

管 更 生  ク リ ー ニ ン グ 工  実 施 状 況  

管 更 生  反 転 挿 入 工  実 施 状 況  

管 更 生  硬 化 工  実 施 状 況  

管 更 生  管 末 処 理 工  実 施 状 況  

水 圧 試 験  0.74MPa 水 圧 試 験 時  

 

（ 提 出 書 類 ）  

第 ９ 条  受 注 者 は 、 契 約 締 結 後 、 次 の 書 類 を 提 出 す る も の と

す る 。  

な お 、 書 類 の サ イ ズ は Ａ ４ 版 を 基 本 と す る 。  

⑴  工 事 着 手 時 に 提 出 す る も の  

ア  工 事 着 手 届  １ 部  

イ  工 程 表  ２ 部  

ウ  現 場 代 理 人 等 選 任 通 知 書  １ 部  



エ  工 事 カ ル テ 登 録 内 容 確 認 書  （ 500万 円 以 上 ）  １ 部  

オ  建 設 業 退 職 金 共 済 掛 金 収 納 書  １ 部  

⑵  工 期 内 の 適 時 に 提 出 す る も の  

ア  工 事 打 合 簿  ２ 部  

イ  施 工 計 画 書  ２ 部  

ウ  施 工 体 制 台 帳 の 写 し  （ 必 要 な 場 合 ）  ２ 部  

エ  施 工 体 系 図  （ 必 要 な 場 合 ）  ２ 部  

オ  工 事 履 行 状 況 報 告 書 （ 月 末 ）  ２ 部  

カ  安 全 教 育 訓 練 等 報 告 書  ２ 部  

キ  そ の 他 必 要 な 書 類  必 要 部 数  

⑶  竣 工 時 に 提 出 す る も の  

ア  工 事 完 成 通 知 書  ２ 部  

イ  完 成 図 書  製 本  １ 部  

上 記 電 子 デ ー タ  ２ 部  

ウ  そ の 他 必 要 な 書 類  必 要 部 数  

 

（ 施 工 体 制 台 帳 の 提 出 等 ）  

第 10条  建 設 業 法 第 24条 の ７ 第 １ 項 に 規 定 す る 施 工 体 制 台 帳

を 作 成 し な け れ ば な ら な い も の は 、 工 事 に つ い て 作 成 し た

施 工 体 制 台 帳 の 写 し を 提 出 し な け れ ば な ら な い 。  

２  前 項 に 規 定 す る も の は 、 阿 久 根 市 水 道 課 か ら 、 工 事 の 施

工 の 技 術 上 の 管 理 を つ か さ ど る も の の 設 置 の 状 況 、 そ の 他

の 工 事 現 場 の 施 工 体 制 が 施 工 体 制 台 帳 の 記 載 内 容 に 合 致 し

て い る か ど う か の 点 検 を 求 め ら れ た と き に は 、 こ れ に 応 じ

な け れ ば な ら な い 。  

３  第 １ 項 に 規 定 す る も の に つ い て の 建 設 業 法 第 24条 の ７ 第

４ 項 の 規 定 の 適 用 に つ い て は 、 同 項 中 「 見 え や す い 場 所 」

と あ る の は 、 「 工 事 関 係 者 が 見 え や す い 場 所 及 び 公 衆 が 見

え や す い 場 所 」 と す る 。  

 

（ 軽 微 な 変 更 ）  



第 11条  軽 微 な 変 更 に つ い て は 、 発 注 者 の 監 督 員 の 指 示 に よ

る も の と す る 。  

本 仕 様 書 及 び 図 面 に 記 載 し て な い も の で も 、 設 備 の 機 能 、

保 安 及 び 法 規 上 必 要 な も の は す べ て 受 注 者 の 負 担 で 完 備 す

る も の と す る 。  

 

（ 機 器 等 の 保 管 ）  

第 12条  工 事 完 了 ま で の 機 器 等 の 保 管 ・ 保 護 は 受 注 者 の 責 任

と す る 。 な お 、 保 管 場 所 に つ い て は 、 発 注 者 の 監 督 員 の 指

示 に よ る こ と 。  

 

（ 既 設 工 作 物 の 損 傷 ）  

第 13条  工 事 の 施 工 に お い て 、 既 設 の 建 築 物 ・ そ の 他 に 損 傷

を 与 え た 場 合 は 、 受 注 者 の 負 担 に お い て 速 や か に 原 形 に 復

旧 す る こ と 。  

 

（ 排 出 ガ ス 対 策 型 建 設 機 械 の 使 用 ）  

第 14条  本 工 事 に お い て 、 仕 様 書 に 明 示 す る 建 設 機 械 は 、 排

出 ガ ス 対 策 型 建 設 機 械 指 定 要 領 に 基 づ き 国 土 交 通 省 で 指 定

さ れ た 建 設 機 械 を 使 用 す る も の と す る 。 な お 、 排 出 ガ ス 対

策 型 機 械 に 代 え て 、 国 土 交 通 省 で 認 定 さ れ た 排 出 ガ ス 浄 化

装 置 を 装 着 し た 建 設 機 械 に つ い て も 、 排 出 ガ ス 対 策 型 と 同

等 と み な す も の と す る 。 排 出 ガ ス 対 策 型 建 設 機 械 を 使 用 す

る 場 合 は 、 施 工 計 画 書 に 記 載 す る も の と す る 。  

 

（ ダ ン プ ト ラ ッ ク 等 に よ る 過 積 載 防 止 に つ い て ）  

第 15条  工 事 用 資 材 等 の 積 載 超 過 の な い よ う に す る 。  

２  過 積 載 を 行 っ て い る 資 材 納 入 業 者 か ら 、 資 材 を 購 入 し な

い こ と 。  

３  資 材 に 過 積 載 を 防 止 す る た め 、資 材 の 購 入 に あ た っ て は 、

資 材 納 入 業 者 の 不 当 に 害 す る こ と が な い よ う に す る こ と 。  



４  さ し 枠 の 装 置 又 は 物 品 積 載 装 置 の 不 当 改 造 を し た ダ ン プ

カ ー が 、 工 事 現 場 を 出 入 り す る こ と が な い よ う に す る 。  

５  「 土 砂 等 を 運 搬 す る 大 型 自 動 車 に よ る 交 通 事 故 の 防 止 等

に 関 す る 特 別 措 置 法 」 （ 昭 和 42年 法 律 第 131号 。 以 下 「 法 」

と い う 。 ） の 目 的 に 鑑 み 、 法 第 12条 に 規 定 す る 団 体 等 の 設

立 状 況 を 踏 ま え 、 同 団 体 等 へ の 加 入 者 の 使 用 を 促 進 す る こ

と 。  

６  下 請 契 約 の 相 手 方 又 は 資 材 納 入 業 者 を 選 定 す る に あ た っ

て は 、交 通 安 全 に 関 す る 配 慮 に 欠 け る も の 又 は 業 務 に 関 し 、

ダ ン プ ト ラ ッ ク 等 に よ っ て 悪 質 、 か つ 、 重 大 な 事 故 を 発 生

さ せ た も の を 排 除 す る こ と 。  

 

（ 現 場 の 管 理 ）  

第 16条  受 注 者 は 現 地 工 事 開 始 と と も に 現 場 代 理 人 及 び 主 任

技 術 者 （ 監 理 技 術 者 が 必 要 な 場 合 は 監 理 技 術 者 ） を 現 地 に

常 駐 さ せ 、 工 事 の 進 捗 と 安 全 管 理 、 火 災 、 盗 難 、 そ の 他 の

事 故 防 止 に 十 分 な 注 意 を 払 い 、 労 働 災 害 の 防 止 に 努 め る も

の と す る 。月 に 延 べ ４ 時 間 以 上 の 安 全 講 習 を 実 施 す る こ と 。

ま た 、 常 に 整 理 ・ 清 掃 を 実 施 し 、 工 事 完 了 に 際 し て は 、 工

事 場 所 の 清 掃 を 実 施 す る も の と す る 。  

 

（ 衛 生 管 理 ）  

第 17条  工 事 箇 所 の 衛 生 管 理 に は 十 分 に 注 意 す る こ と 。ま た 、

油 脂 や 薬 剤 等 飲 料 水 に 不 適 な も の は 取 扱 に 注 意 す る こ と 。

な お 、 池 内 及 び そ の 上 部 で は 油 脂 類 は 使 用 し な い こ と 。 周

囲 で 使 用 す る 場 合 は 内 部 に 流 入 し な い よ う に 十 分 注 意 す る

こ と 。  

２  作 業 従 事 者 は 、 水 道 法 第 21条 に よ る 健 康 診 断 （ 検 便 ） を

受 け 、 そ の 診 断 結 果 に 異 常 が な い も の と す る 。  

 

（ 試 験 及 び 検 査 ）  



第 18条  工 場 検 査 の 試 験 事 項 は 、 立 会 日 の 10日 以 前 に 書 類 に

よ り 提 出 す る こ と 。 ま た 、 公 的 機 関 や こ れ に 準 ず る 機 関 の

証 明 書 等 に よ っ て 成 績 が 確 認 で き る 場 合 は 、 発 注 者 の 監 督

員 の 指 示 に よ り 省 略 す る こ と が で き る 。  

２  工 場 検 査 の 結 果 は 、 写 真 等 を 添 付 し 、 迅 速 に 書 類 に て 発

注 者 の 監 督 員 に 報 告 す る こ と 。  

３  試 験 検 査 に 必 要 な 計 器 等 は 、 受 注 者 で 準 備 す る も の と す

る 。  

 

（ 電 子 納 品 ）  

第 19条  本 工 事 は 、電 子 納 品 対 象 工 事 と す る 。電 子 納 品 と は 、

「 調 査 、 設 計 、 工 事 な ど の 各 業 務 段 階 の 最 終 成 果 を 電 子 成

果 品 と し て 納 品 す る こ と 」 を い う 。 こ こ で い う 電 子 成 果 品

と は 、「 阿 久 根 市 電 子 納 品 ガ イ ド ラ イ ン（ 令 和 ４ 年 １ 月 ）：

（ 以 下 「 ガ イ ド ラ イ ン 」 と い う 。 ） 」 に 定 め る 基 準 に 基 づ

い て 作 成 し た 電 子 デ ー タ を 指 す 。  

 【 阿 久 根 市 ウ ェ ブ サ イ ト 】  

ホ ー ム ＞ 市 政 情 報 ＞ 施 策 ・ 計 画 ＞ 土 木 ・ 建 築 ・ 交 通 ＞ 電 子 納

品  

２  ガ イ ド ラ イ ン に 基 づ い て 作 成 し た 電 子 成 果 品 は 電 子 媒 体

で 正 本 １ 部 、 副 本 １ 部 の 計 ２ 部 提 出 す る 。 電 子 納 品 レ ベ ル

及 び 成 果 品 の 電 子 化 の 範 囲 に つ い て は 、 事 前 協 議 を 行 い 決

定 す る も の と す る 。  

３  電 子 成 果 品 を 提 出 す る 際 は 、 阿 久 根 市 の 公 開 す る 電 子 納

品 チ ェ ッ ク ソ フ ト （ 鹿 児 島 県 専 用  電 子 納 品 チ ェ ッ ク ソ フ

ト ） に よ る チ ェ ッ ク を 行 い 、 エ ラ ー が 無 い こ と を 確 認 し た

後 、ウ ィ ル ス 対 策 を 実 施 し た 上 で 提 出 し な け れ ば な ら な い 。 

 

（ 週 休 ２ 日 の 試 行 工 事 ）  

第 20条  本 工 事 は 、 「 週 休 ２ 日 」 試 行 工 事 の 対 象 で あ る 。  

２  試 行 に 当 た っ て は 、 『 「 週 休 ２ 日 」 試 行 工 事 実 施 要 領 』



に 基 づ き 行 う も の と す る 。  

３  実 施 要 領 は 、 阿 久 根 市 ホ ー ム ペ ー ジ か ら 取 得 で き る 。  

 

（ 熱 中 症 対 策 に 資 す る 現 場 管 理 費 の 補 正 の 試 行 ）  

第 21条  本 工 事 は 、 熱 中 症 対 策 に 資 す る 現 場 管 理 費 の 補 正 の

試 行 対 象 工 事 で あ る 。  

２  試 行 に あ た っ て は 、 「 熱 中 症 対 策 に 資 す る 現 場 管 理 費 の

補 正 の 試 行 に つ い て 」 に 基 づ き 行 う も の と す る 。  

３  「 熱 中 症 対 策 に 資 す る 現 場 管 理 費 の 補 正 の 試 行 に つ い て 」

は 、 阿 久 根 市 ホ ー ム ペ ー ジ か ら 取 得 で き る 。  

 

（ 現 場 代 理 人 の 兼 任 ）  

第 22条  現 場 代 理 人 の 兼 任 を 認 め る 工 事  

現 場 代 理 人 は 、 請 負 契 約 の 的 確 な 履 行 を 確 保 す る た め 、 工

事 現 場 の 運 営 、 取 締 り の ほ か 、 工 事 の 施 工 及 び 契 約 関 係 事 務

に 関 す る 一 切 の 事 項（ 請 負 代 金 の 変 更 、契 約 の 解 除 等 を 除 く 。）

を 処 理 す る 受 注 者 の 代 理 人 で あ る が 、 次 の ⑴ か ら ⑸ の す べ て

を 満 た し 、 工 事 現 場 に お け る 運 営 、 取 締 り 及 び 権 限 の 行 使 に

支 障 が な い と 発 注 者 が 認 め た 場 合 、 工 事 現 場 の 兼 任 を 認 め る

も の と す る 。  

ま た 、 主 た る 工 種 が 区 画 線 工 事 の 場 合 、 次 の ⑴ 、 ⑵ 及 び ⑹

の 全 て を 満 た し 、 工 事 現 場 に お け る 運 営 、 取 り 締 ま り 及 び 権

限 の 行 使 に 支 障 が な い と 発 注 者 が 認 め た 場 合 は 工 事 現 場 の 兼

任 を 認 め る も の と す る 。  

な お 、 専 任 の 主 任 （ 監 理 ） 技 術 者 と 現 場 代 理 人 を 兼 務 す る

場 合 に お い て 、 専 任 の 技 術 者 配 置 の 特 例 に よ り 他 の 現 場 と 兼

任 が 認 め ら れ た 工 事 に つ い て は 、 ⑵ 、 ⑷ 、 ⑸ の 要 件 を 満 た す

も の と し 、 兼 任 で き る 工 事 は ２ 件 ま で と す る 。  

⑴  兼 任 で き る 工 事 は ３ 件 ま で と し 、 そ れ ぞ れ の 工 事 の 請

負 金 額 が 4,500万 円 未 満 で あ る こ と 。 た だ し 、 設 計 変 更 に

よ り 、 工 事 の 請 負 金 額 が 4,500万 円 以 上 と な り 、 各 々 の 工



事 に お け る 主 任 （ 監 理 ） 技 術 者 と 現 場 代 理 人 が 異 な る 場

合 に お い て は 、 受 発 注 者 協 議 の 上 、 兼 任 す る こ と が 出 来

る 。  

⑵  発 注 者 又 は 監 督 員 と 常 に 携 帯 電 話 等 で 連 絡 を と れ る こ

と 。  

⑶  兼 任 す る 工 事 の 相 互 の 移 動 は 、 概 ね １ 時 間 以 内 で あ る

こ と 。  

⑷  発 注 者 又 は 監 督 員 が 求 め た 場 合 に は 、 工 事 現 場 に 速 や

か に 向 か う 等 の 対 応 を 行 う こ と 。  

⑸  兼 任 す る 現 場 代 理 人 は 、 必 ず 担 当 工 事 現 場 の い ず れ か

に 常 駐 す る と と も に 、 １ 日 １ 回 以 上 、 担 当 工 事 現 場 を 巡

回 し 、 現 場 管 理 等 に 当 た る こ と 。  

⑹  兼 任 す る 現 場 代 理 人 は 、 必 ず 担 当 す る 工 事 現 場 の い ず

れ に 常 駐 す る と と も に 、 そ れ ぞ れ の 現 場 稼 働 日 は 重 複 し

な い こ と 。  

２  手 続 き  

現 場 代 理 人 の 兼 任 を 行 う 場 合 に は 、「 兼 任 （ 変 更 ） 申 請 書 」

（ 別 紙 １ ）を 提 出 し 、発 注 者 の 承 認 を 得 た の ち 、必 要 に 応 じ 、

「 現 場 代 理 人 等 選 任 （ 変 更 ） 通 知 書 」 に よ り 、 発 注 者 に 通 知

す る こ と 。  

な お 、 各 々 の 工 事 に お い て 、 発 注 者 に 現 場 代 理 人 の 兼 任 の

承 認 を 得 る こ と 。  

３  受 注 者 に 対 す る 措 置 請 求  

安 全 管 理 の 不 徹 底 や 現 場 体 制 の 不 備 に 起 因 す る 事 故 等 が 発

生 し た 場 合 、 建 設 工 事 請 負 契 約 書 第 12条 に 基 づ き 、 受 注 者 に

対 し て 、 必 要 な 措 置 を と る べ き こ と を 請 求 す る も の と す る 。  

 

 



別紙１
令和　　年　　月　　日

主 任 技 術 者

現 場 代 理 人

工 事 名

工 事 場 所

工 期

請負金額(税込み)

氏 名

連 絡 先

主 任 技 術 者

現 場 代 理 人

工 事 名

工 事 場 所

工 期

請負金額(税込み)

発 注 機 関 名

監 督 員 氏 名

発注機関の連絡先

主 任 技 術 者

現 場 代 理 人

工 事 名

工 事 場 所

工 期

請負金額(税込み)

発 注 機 関 名

監 督 員 氏 名

発注機関の連絡先

①-②

①-③

②-③

  すること

　下記工事について，現場代理人を兼任したいので（変更）申請します。

契約担当者　　　　　　　　　殿

請負者
　商号又は名称
　代表者の氏名

現場代理人の兼任（変更）申請書

　なお，両工事の施工に当たっては，関係法令等を遵守し，安全管理及び工程管理に
留意します。

記

①兼任する工事
（県土木部工事）

現場代理人不在の間
の 緊 急 連 絡 先

③兼任する他の工事

②兼任する他の工事

工事現場の相互の
距離・移動時間

○兼任する他の工事について，兼任の承認をうけていることがわかる書類の写しを後日提出
○添付書類：兼任する他の工事の当初契約書（写し）（※契約前の工事については後日提出）

ｋｍ

ｋｍ

ｋｍ

分

分

分



○○　第　○○○○　号
令和　　年　　月　　日

請負者
 商号又は名称
 代表者の氏名

契約担当

１　工事名

２　工事場所

３　その他

現場代理人の兼任について

　○○年○○月○○日付けで申請のあった下記工事の現場代理人を兼任について，「工事
現場における運営，取締り及び権限の行使に支障がない」ものと認めます。

記

　　他の兼任する工事において発注者の承認を得た場合，兼任の承認について有効とする。



○○　第　○○○○　号
令和　　年　　月　　日

請負者
 商号又は名称
 代表者の氏名

契約担当

１　工事名

２　工事場所

３　不承認の理由

記

現場代理人の兼任について

　○○年○○月○○日付けで申請のあった下記工事の現場代理人を兼任について，「工事
現場における運営，取締り及び権限の行使に支障がない」ものと認められません。
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配管図（立坑部　管更生工法後本復旧）
右岸側、左岸側共通配管

VCｼﾞｮｲﾝﾄ VCｼﾞｮｲﾝﾄ

※管更生工法施工側は管端処理後に本復旧すること。

S=FREE

市道波
留大曲

線

市
道
西
田
中
央
線

市
道
波
留
大
曲
線

市
道
浜
田
大
曲
線

立
坑
（
掘
削
・
仮
設
・
埋
戻
し
）
　
N=
2箇
所

支
持
金
具
撤
去
設
置
工
　
N=
22
箇
所

BP

EP（+65.0）

※管更生工法施工中は管栓等の処置を講じること。

配管図（既設空気弁及び継手撤去部）

※詳細は分岐部管端処理図を参照すること。

S=FREE

乙切管

1500

既設管撤去　L=1.5m
既設管切断　N=2箇所

VCｼﾞｮｲﾝﾄ VCｼﾞｮｲﾝﾄ

W=3
.4m

W
=4
.8m

W=3.6m

W=
4.
3m

施
工
延
長
　
L=
65
.0
m

HIVP 　φ150

空気弁撤去工　N=1箇所

既設継手撤去工　N=1箇所
空気弁設置工　N=1箇所

HIVP　φ150
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矢板根入れ200以上

1.76 ㎡

0.88 ㎡

2.14 ㎡

機械掘削

機械・人力併用掘削

砕砂（埋戻し材）

表層：As舗装

上層路盤：粒調砕石（M-30）

下層路盤：再生切込砕石（RC-40）

実施設計図

工事名

図面名

作成年月日

縮尺 図面番号

会社名

/

事業者名

52各図参照

掘削断面図

阿久根市水道事業

掘削断面図
S=1:20

※（　）内の縮尺はA3版出力時を示す。

（S=1:40）

立坑断面

掘削断面図　N=2箇所

立坑断面

仮設参考図　N=2箇所

A

A

A-A

GL

浜田橋側（管更生工法施工側） 浜田橋側（管更生工法施工側）

浜田橋側

(影響部) (影響部)

※管更生工法施工時は施工側に新管（L=0.5m）を設置すること。

名称 規格 計算式 数量 単位 備考

軽量鋼矢板 LSP-2型　H=2000 23.6kg/m×(2.8+1.45)×2×2箇所 0.4 t

覆工板受桁　H形鋼 H　200×200 49.9kg/m×6.0m/箇所×2箇所 0.6 t

覆工板 鋼製すべり止め（補強型） 2.0㎡/枚×3枚/箇所×2箇所 12 ㎡

水圧四面梁 1S型　短辺部 2本×2段×2箇所 8 本

水圧四面梁 3S型　長辺部 2本×2段×2箇所 8 本

名称 規格 計算式 数量 単位 備考

軽量鋼矢板 LSP-2型　H=2000 23.6kg/m×8.5m/箇所×2箇所 0.40 t

覆工板受桁　H形鋼 H　200×200 49.9kg/m×6.0m/箇所×2箇所 0.60

覆工板 鋼製すべり止め（補強型） 430kg/枚×3枚/箇所×2箇所 2.58 430kg/枚

水圧四面梁 1S型　短辺部 19.2kg/本×2本×2段×2箇所 0.15 19.2kg/本

水圧四面梁 3S型　長辺部 63.3kg/本×2本×2段×2箇所 0.51 63.3kg/本

t

t

t

t

合計 4.24 t

運搬重量計算表

土留工資材数量一覧

49.9kg/m

23.6kg/m

名称 規格 計算式 数量 単位 備考

軽量鋼矢板 LSP-2型　H=2000 (2.8+1.45)×2×2箇所 17.0 m

水圧四面梁 2段 34.0 m

仮設材計算表

覆工板 鋼製すべり止め（補強型） 2.0m2/枚×3枚×2箇所 12.0 m2

(2.8+1.45)×2×2段×2箇所

1150

2
50
0

覆工板（滑止加工）1000×2000　t200

軽量鋼矢板

水圧式四面梁（腹起・切梁）2段

覆工板（滑止加工）1000×2000　t200

軽量鋼矢板
H=2000

水圧式四面梁（腹起・切梁）2段

覆工板受桁　H　200×200

受桁基礎砕石　RC-40
W=300 t=100

1450

2
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0

6
20

5
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4
50

50
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20

1
0
00

50

1
6
70

355 1450 355

2160
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0
1
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0
1
0
0
50

355 1450 355

2160

1
8
0

2
80
0

1
8
0

3
16
0

30
0

既
設
管
外
径
φ
1
69

12
0
0

エアホース引込用鞘管（発進立坑側）

塩ビ管φ75以上

排水口
□500×H200

200 2000 300

200 200

2560

(影
響
部
)
　
L
=
35
6
0

(影響部)　W=2560

2500

切管長さ　1500 500

新管(HIVP)

VCｼﾞｮｲﾝﾄ

管栓等

管栓等

管栓等
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土工事数量計算表 (2箇所当り)

As　t= 5cm

As　t=15cm以下

土砂

BH　0.28m

機械 + タンパ

再生切込砕石　t=10cm

As

密粒As　t=5cm

残土処理工

As本復旧工

産業廃棄物処分

埋戻し・締固め工

下層路盤工

舗装版取壊工

機械掘削工

舗装切断工

名称

m

2.14×2.8×2÷0.9

18.2×0.05

2.56×3.56×2
2

3

m

m

2.16×3.16×2

3

m

2

m

0.91

18.23

13.31

13.65

計算式

2.56×3.56×2

(2.16+3.16+2.56+3.56)×2×2

1.76×2.80×23

2

m

3

m
3

規格 単位

m

18.23

45.76

9.86

数　量

9.86+4.93 14.79

粒調砕石　t=10cm上層路盤工(仮復旧)
2

m

機械人力併用人力掘削工 0.88×2.80×2 m
3

4.93

2.16×3.16×2 13.65

(2箇所当り)

(2箇所当り)

再生切込砕石　t=10cm受桁基礎砕石 0.3×3.0×2×2
2

m3.60

(2箇所当り)



Ｏ Ｓ

①　管更生工法施工前

Ｏ Ｓ

②　既設管及び空気弁（継手）撤去

③　模擬配管取付

④　管更生工法施工

⑤　管端処理

⑥　配管復旧

塩ビ管をテープ等で固定

撤去

A

A

A詳細（管端処理拡大図）

⑦　空気弁復旧

Ｏ Ｓ

φ150×25

実施設計図

工事名

図面名

作成年月日

縮尺 図面番号

会社名

/

事業者名

53FREE

管端処理図

阿久根市水道事業

管端処理図
S=FREE

※既設管撤去位置及び空気弁設置位置については監督員と事前協議の上、決定すること。

※空気弁設置位置は監督員と事前協議の上、決定すること。

※（　）内の縮尺はA3版出力時を示す。

既設管

既設管

既設管

既設管

既設管

既設管撤去　L=1500

模擬管（仮設）

更生材

既設管

管端処理位置

管端処理位置

接着剤 更生材

ゴムパッキン

ステンレスリング

施工管

既設管

小型空気弁

空気弁用サドルバンド

VCｼﾞｮｲﾝﾄVCｼﾞｮｲﾝﾄ
HIVPφ150　L=1500

既設管

既設管撤去　L=1500

既設空気弁

既設継手

L=1500
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実施設計図

工事名

図面名

作成年月日

縮尺 図面番号

会社名

/

事業者名

54各図参照

詳細図

阿久根市水道事業※（　）内の縮尺はA3版出力時を示す。

支持金具詳細図
S=1:5

（S=1:10）

既設管

CIPφ150

穿
孔
長

▼管頂

※既存の支持金具は撤去すること。

※既存の支持金具の切断面はさび止め加工を施すこと。

※既設管継手の腐食したボルトは取替を行うこと。

65
0～
7
30

88

ケミカルアンカー（M12）
SUS304

Lアングル（6×50×50）SUS製
　450×500×450

2
00

500

10
0

800

ゴム板（t=3mm）

Lアングル（6×50×50）SUS製
　200×50050

0
50

200

長穴

Lアングル（6×50×50）SUS製
　200×500

Uボルト
M12×150用
SUS製45

0

長穴

100
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実施設計図（参考図）

工事名

図面名

作成年月日

縮尺 図面番号

会社名

/

事業者名

55FREE

分岐部管端処理図

阿久根市水道事業

施工手順図
S=FREE

4tユニック車

発電機・ウインチ

3tユニック車

発電機・ウインチ高圧洗浄機車 強力吸引車

引き取り方向

発進立坑 到達立坑

4tユニック車

発電機・コンプレッサー

3tユニック車

引取車反転機車 強力吸引車

反転方向

発進立坑 到達立坑

管内清掃施工時

管更生工法施工時

立
坑
の
築
造

既
設
管
撤
去

通
線
作
業

管
清
掃
治
具
に
よ
る
清
掃

管
内
カ
メ
ラ
に
よ
る
管
内
確
認

管
更
生
材
反
転
作
業

保
圧
養
生
（
材
料
硬
化
）

管
更
生
材
切
断
撤
去

管
内
カ
メ
ラ
に
よ
る
仕
上
り
確
認

管
端
処
理
工

既
設
管
と
の
接
続

新
設
管
路
の
通
水

施工の流れ

スクレーパー
管清掃治具

シールホース

管更生材料 ターンベルト

9000 2000 2800 1000 7000 1000 7000 2800 2000 7000

9000 4000 2800 1000 9000 7000 1000 2800 2000 7000

※保圧養生時は覆工板設置 ※保圧養生時は覆工板設置
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